
2022年度　「ユニット４食文化」の活動報告（恵那市における活動）　　山中由実、山下紗也加、小川宣子 2023年3月2日

活動の柱 2021年度活動 2022年度活動 2023年活動予定

❶食文化から地域特性の整理

・自然環境 ①文献調査 ①文献調査 ①文献調査

・コミュニケーション（伝承） ②聞き取り調査 ②聞き取り調査 ②聞き取り調査

・地域の食材の活用 　　・一般家庭

・地域の文化・行事食とのつながり 　　・食生活改善推進員 　　・食生活改善推進員 　　・食生活改善推進員

　　　（恵那市食生活改善連絡協議会） 　　　（恵那市食生活改善連絡協議会） 　　　（恵那市食生活改善連絡協議会）

　　・行政 　　・行政 　　・行政

　　　（岐阜県健康福祉部保健医療課） 　　　（恵那市農林部農政課） 　　　（恵那市農林部農政課）

　　　（恵那市農林部農政課）

③ブックレット発行（3月31日予定） ③ブックレット発行

　　A4変形，ｐ30，500部 　　A4変形，ｐ30，500部

❷地域特性の共有化（食育）

・食育の媒体作成 ①動画作成 ①対面での実施 ①対面での実施

・幼児への食育の実施 ②幼児の視聴 ②幼児への聞き取り ②幼児への聞き取り

・保護者への効果 ③保護者へのアンケート ③保護者へのアンケート ③保護者へのアンケート

④幼稚園教諭からのコメント ④幼稚園教諭からのコメント ④幼稚園教諭からのコメント

⑤聞き取り調査およびアンケート結果に ⑤聞き取り調査およびアンケート結果に

　ついて報告書を作成し、幼稚園および 　ついて報告書を作成し、幼稚園および

　保護者に配布 　保護者に配布

❸消費者・生産者との交流 ①マルシェとの交流 ①マルシェとの交流

②特産物理解に向けてのパンフレット作成 ②特産物理解に向けてのパンフレット作成

❹成果発表 学会発表 学会発表
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【資料1】

恵那市の料理や食材をまとめたブックレット（3月31日発行予定）



【資料2】
幼児への食育の実施
幼児に直接話しかけ、参加していただける、対面の形式で食育劇を実施した。

2022.9.16　テーマ「うど・紅うど」

2022.12.8　テーマ「栗」

2023.2.14　テーマ「七草がゆ」

前回の「うど・紅うど」について尋ねたところ、多くの幼児から「うど！」と返答があった。今回も幼児たちは楽し
そうに「栗」の食育劇を見て、栗拾い体験に参加していた。幼児へのインタビューでは、自然環境に恵まれて
いることがわかった。

幼児たちは積極的に「うど・紅うど」について聞き、参加していた。食育劇後に行った幼児へのインタビューに
おいては、「うど・紅うど」に興味をもち、うどを探したり食べてみたいと思っていることがわかった。

多くの幼児が前々回の「うど・紅うど」や前回の「栗」を覚えている様子であった。幼児たちは熱心に「七草が
ゆ」について聞いていた。幼児は「七草がゆ」について知らなかったが、七草がゆを元気に復唱していた。



【資料3】
「たべとるマルシェ」にて特産物理解に向けたパンフレットを作成

「たべとるマルシェ（恵那市で農業や地産地消などをサポートする活動）」

特産物（もちきび）紹介のパンフレット（2022年9月発行）

【資料4】
食文化が持続可能な社会構築に果たす役割－岐阜県恵那市の食育を例として－,　日本家政学会74回大
会,　2022年5月29日,　オンライン開催

食文化が持続可能な社会構築に果たす役割(第2報),　日本家政学会中部支部第66回(2022年度)大会,
2022年9月17日,　椙山女学園大学


